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 ☆この土、違うんだよ☆ 

 天気のよい日に子供たちは、園庭に飛び出し、それ

ぞれやりたい遊びを見つけて夢中になって遊んでいま

す。砂場で水を流して川を作ったりダムを作ったりし

て遊んでいた子供が、「ねぇ、この土と違う土がある

んだけど、見たい？」と声を掛けてきました。もちろ

ん「見たい！見たい！どこ？」と聞くと、園庭の排水

のグレーチング近くの土（雨が降ると園庭の雨水と土

がそこに流れてきます）のところまで連れて行ってく

れました。そこには、ここ２，３日の晴の天気で干か

らびてバリバリになっている土がありました。その子

は、その土にペットボトルに入れた水をバシャバシャ

とかけました。そして、水を吸い込んだ土を手で混ぜ

合わせ、手に取って見せてくれました。「ほら、とろ

とろでしょう。砂場はガチガチなの。砂場の土はね、

石が入っているんだよ」確かに小さな石が集まってい

ます。「このトロトロの土と同じ土が他にあるんだよ」

と、今度は「チョコ山」（盛土）につれて行ってくれ

ました。ちょうど他の子供たちが、「チョコ山」の上

で水を流して遊んでいました。その子は、水に濡れた

土を取って「ほら、トロトロでしょ。同じだよ。水じゃあなくて土が違うんだよ」と

教えてくれました。 

その子は、土が水を含んだときの状態で比べて、同じか違うかを見極めていました。

経験をもとに乾いた土にわざわざ水をかけて条件を同じにするということを自然と

行っていました。そして、手の感触で「トロトロ」「ガチガチ」と表現し、砂は小さ

な石が入っているという粒の大きさにも気付いています。子供たちは、夢中になって

遊んでいる中で、いろいろと試したり確かめたりして、物の特性や法則性に気付いた

り、それを先生や友達に話しながら言葉で伝える力を付けたりしています。 

子供たち自身は、遊ぶ中で何を学んでいるのかは意識していません。夢中になって

遊んだ結果、様々な体験をして学んでいます。この学びは、遊びの中で自覚していな

いという意味では「無自覚な学び」と言われますが、そこで体験し身に付けた力は、

小学校以降の学習課題を意識した「自覚的な学び」につながっていきます。子供たち

にとって、遊びは学びなのです。 

（園長室だより） １０９周年 

令和７年６月２３日  第２０５号 HP の QR コード→ 

「思い→体験→表現」は、幼児、児童、生徒に一貫する遊び学びの基本！ 
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６月の子供たち 

バス遠足 消防署で訓練の様子やいろいろ
な消防自動車を見ました。水が出るホース
を持たせてもらいました。 
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運動会 まつ組は、高田幼稚園伝統の竹太
鼓を演奏しています。今年は「宇宙戦艦 
ヤマツ」です。（ヤマトではなくヤ、マツ） 

運動会 夢中になって海の世界を作って遊
んでいたもも組とうめ組のダンスは「ベビ
ーシャーク」。自分で振付けを考えました。 

砂場で砂風呂 砂の重さや感触等を楽しんでい
る子。「湯加減はどうですか？」の声が聞こえ
そうです。異年齢の交流もたくさん見られます。 

アリの巣 昆虫大好きなまつ組の子供た
ち。たくさんのアリが出たり入ったりして
いる様子を興味深く観察しています。 

 

              


